
瀬戸内海が目指すべき将来像と環境保全・再生の在り方に関する 

意見募集の実施について（案） 
 

１．目 的 

平成 23 年７月 20 日付け環境大臣から中央環境審議会に対する「瀬戸内海におけ

る今後の目指すべき将来像と環境保全・再生の在り方について」（諮問）について

検討を行うに当たり、中央環境審議会瀬戸内海部会企画専門委員会として、平成 23

年３月に取りまとめられた「今後の瀬戸内海の水環境の在り方の論点整理」等も踏

まえ、国民各界各層が瀬戸内海に対して有しているできるだけ具体的な意見を把握

し、今後の検討において参考とすることを目的とする。 

 

２．意見を募集する項目 

①瀬戸内海の環境の現状について 

 
 

②瀬戸内海における今後の目指すべき将来像について 

 
 

③環境保全・再生の在り方について 

 
 

④その他瀬戸内海の環境保全・再生に関するご意見 

  

 

※意見募集に当たっては、諮問文の写し、第１回企画専門委員会資料（抜粋）を添

付し、意見提出の際の参考にしていただく。 

企画専門委員会では、参考資料にお示しした６つの基本的考え方や、それぞ

れで挙げた取り組みをもとに、今後、瀬戸内海の環境保全・再生の在り方につい

て検討を行うこととしています。 

これら基本的考え方や、基本的考え方に沿った取り組み、取り組みの推進方策

について、実践事例やご意見がありましたらお聞かせください。 

その他、瀬戸内海を「豊かな海」とするために、今後、どのようなことを行うべきだ

と思いますか。また、瀬戸内海の環境保全・再生を、どのような点に重点を置いて

進めるべき、どのような点に配慮すべきと思いますか。お考えのことがありました

ら、お聞かせください。 

瀬戸内海の環境の現状について普段感じていること（瀬戸内海の優れている

点、課題、この 10 年くらいの間での変化など）についてお聞かせください。 

企画専門委員会では、瀬戸内海が目指すべき将来像として「豊かな海」を掲げ

ることとし、その具体的内容として、参考資料にお示しした「きれいな海」「美しい

海」「生物多様性の高い海」「生物生産性の高い海」「人々の生活を潤す海」「健全

な海」といった要素について、今後、検討・整理を行うこととしています。 

この「豊かな海」（豊かな瀬戸内海）とはどのようなものだと考えますか。ご意見を

お聞かせください。 

その他、瀬戸内海の環境保全・再生に関して、ご意見がありましたらお聞かせく

ださい。 
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３．意見募集方法 

   募集案内：報道提供の実施、ホームページ上での掲載 

   募集期間：１月中旬頃～２月末を予定 

         （現地ヒアリングの開催と時期を合わせて実施） 

意見提出方法：意見様式に記入し電子メール、郵送、FAX で提出 

 


